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最終報告のサマリー（１）

⚫ 金融業界では、様々な規制や既存システムの制約に加えて、膨大な情報や革新的なサービスを容易に取得できる環境を背景に顧客ニーズが多様化・変容しており、既存金融サービスの
水準と顧客ニーズ（期待・要求）の水準に大きな乖離が発生している。

⚫ この乖離をFintech企業やメガテック企業などのディスラプターがチャンスと捉えて、新しいサービスを武器に次々と進出しており、今後、銀行の預金・決済・融資・資産運用等における顧
客接点が奪われていく可能性がある。

⚫ 一方、既存銀行が多様化・変容する顧客ニーズに迅速に対応し、ディスラプターに対抗していくためには、重厚長大なシステムの開発や保守・運用、人が行う前提の業務や紙ベースのオペ
レーション、多階層のガバナンス構造など、現状の仕組みやアプローチを抜本的に見直していく必要があるが、これらの取組みには相応の時間を要する。

1.案件概要

（1）環境認識

⚫ 上記課題認識を踏まえ、ふくおかフィナンシャルグループ（以下、FFG）では、既存ビジネスモデルの先鋭化・デジタル化だけではなく、システムやビジネス、オペレーション、ガバナンスをゼロ
ベースで設計し、従来のビジネスモデルに囚われない新たなビジネスの創造に着手。

⚫ 具体的には、これからのデジタル時代における顧客（デジタルネイティブ世代）が抱える課題やニーズに対して「顧客の行動変容に即した新しいサービス」を「一人ひとりの顧客理解」に基づ
いて提供すると共に、「日々の暮らしにおける様々な消費・購買体験と金融体験をシームレスに提供」する新しい銀行＝デジタルバンクとして『みんなの銀行』を設立した。

⚫ みんなの銀行では、これらを実現すべく、システム開発会社のゼロバンク・デザインファクトリー（FFG100%子会社：以下、ZDF）と共に最新のテクノロジーを活用し、従来の銀行シス
テムでは実現できない軽量かつ柔軟な次世代のデジタルバンキングシステムを構築、運用している。

（2）課題解決への取組み



最終報告のサマリー（２）

⚫ みんなの銀行では、次世代デジタルバンキングシステムを活用し、従来銀行が提供してきたバンキング機能に加えて、日常のお金のやり取りをスマホ完結で簡単・手軽にできる「デジタル
ウォレット」として一体的に提供することで、顧客の利便性向上に資する新しい銀行サービスの在り方を提案。

⚫ サービス提供開始から約１年で、少ない入力項目で簡単に申込ができ、指先ひとつで借入・返済の操作ができるフリクションレス、かつ、顧客の属性に応じたパーソナライズされた金利・金
額を提案するローン商品の提供を開始。

⚫ 「金融」と「非金融」をシームレスに結びつけた新たな価値提供「BaaS（Banking as a Service） *1 」の第一歩として、みんなの銀行内にパートナー企業のブランドで同社のお客さま
向けに開設される「パートナー支店」を展開し、パートナー企業と共同で金融サービスの提供や様々なマーケティングの取組みを推進している。

2.取組み内容

（1）社会的意義

⚫ 次世代バンキングシステムとして、みんなの銀行が目指す新しいビジネスを実現するために、 「クラウド」 「マイクロサービス*2」「オープンAPI」などデジタルネイティブな最新のテクノロジーを
積極的に採用・導入したコアバンキングシステムを構築。

⚫ 中核を担う勘定系システムを構築するパブリッククラウド基盤には、 Google Cloud Platform を採用。

⚫ Google Cloud Platformは、銀行として求められる可用性や耐障害性等のミッションクリティカルな要件を充足する最適なソリューションであり、また、拡張性に優れ、金融機能毎にサービス
を切り出す「マイクロサービス」の稼働にも適しており、柔軟かつ迅速な商品サービスの開発・提供の実現が可能となっている。

（2）先進性

⚫ 金融サービス・機能を非金融事業者にAPIを通じて提供するBaaS事業を本格展開することで、顧客が日々の暮らし・消費行動の中で金融サービスをシームレスに受けられるようにすると

ともに、様々なデータを利活用することで新しい価値提供を実現すべくサービス開発を進めていく。

⚫ BaaS事業の展開にあたっては、APIの接続仕様として、2要素認証＋FAPI*3 を実装することで、国内随一のセキュリティ水準による強度を確保したサービス展開を行う。

⚫ 業界全体の生産性向上やデジタライゼーションの進展を後押しすべく、新たなシステムやソリューション機能を事業者（金融機関等を含む）向けに提供するビジネスも推進していく。

3.今後の取組み

（*1）ビジネスパートナーのアプリやサービスの中にAPI等を通じて金融機能を組み込み、非金融事業者が金融事業を提供できるサービス

（*2）顧客管理・預金等、用途・目的毎にサービスを分けて作ることで、変化に強く柔軟性の高いアプリケーション開発を可能とするアーキテクチャ

（*3）FAPIの概要はP.36参照
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◼ あらゆる業界でデジタルテクノロジーの進展に伴うイノベーションが起きているが、金融業界においてもこれから本格的なデジタルシフトが進行。

1. 案件概要｜（1）環境認識

デジタル革命の中の銀行DX（Digital Banking Transformation：DBXの必然性）

ビジネスモデルの大変革（イノベーション）デジタルテクノロジーの進展

小売

当たり前のこと

○○べきである

所有から利用へ

異業種との競争

SNS

インターネット

ビッグデータ（=AI）

クラウド

モバイル

破壊的イノベーション

（Disruptive Innovation）

Uberization

パラダイムシフト

ルールチェンジ

動画

宿泊

交通

金融
本格的なデジタルシフトはこれから？

DataとConnectivityでビジネス変革

リアル店舗 amazon

レンタル
ショップ

NETFLIX

ホテル airbnb

タクシー UBER
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◼ 金融サービスの提供レベルと顧客ニーズ（期待レベル）のギャップの拡大に伴い、2010年代後半から金融領域へのディスラプター（非金融事業者
含む）の参入が急速に進展。

非金融事業者の金融領域への参入

◎ 2000-2002年：ネット専業銀行出現

◎ 2006年：イオン銀行設立

◎ 2007-2008年：住信SBI、じぶん銀行設立

◎ 2016年：FinTechブームの加速

◎ 2017年：小売・通信を中心に参入表明

◎ 2018年：大手企業を中心に相次ぎ参入

◎ 2019年：大手IT企業にも参入の動き

---------------------------------------------------------------------

足
元
で
参
入
が
急
速
に
進
展

金融業界における非金融事業者参入の歴史顧客ニーズと金融サービスの提供レベルの乖離

ディスラプターによる
金融領域への進出

顧客ニーズ

金融サービス

法規制
従来
システム

情報量
向上

リテラシー
向上

・・・

・・・

高

過去 将来

（
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
レ
ベ
ル
）

（
顧
客
の
ニ
ー
ズ
・
期
待
レ
ベ
ル
）

（時間軸）

低

1. 案件概要｜（1）環境認識
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◼ デジタル時代における顧客は、これまでの企業発の発信情報に基づく垂直的な購買行動から、企業と個人の双方向間に加え、『ソーシャル』、
『コミュニティ』を介した情報・評価を判断軸の一つとする循環型の構造に大きく変化。

デジタル時代における顧客の行動変容

デジタル時代における顧客行動：新たな行動変容みんなの銀行のメインユーザー

フリクションレスの徹底

（行動プロセスの自動化・デジタル化）
1

ハイパーパーソナライズ

（“個”客体験の追求）
2

成果主義へのシフト

（実際の成果・付加価値への報酬支払）
3

コミュニティの重視

（個と個の繋がりを軸にした行動選択）
4

認知

選択

利用

購入

評価

（共有）
期待 体験

認知

選択

利用

購入

評価

（共有）
期待 体験

認知

選択

利用

購入

評価

（共有）
期待 体験

Z世代
 1996年 ～ 2010年以降に生まれた世代

 2020年時点での年齢：23歳以下

✓ SNSは使いこなすが頼っているわけではない

✓ 変化に柔軟

✓ 前向きだけど心配性（安定すると逆に不安）

✓ 上司の指示は理解するが、従うかは自分が決める

✓ プライバシー保護の意識が高い

✓ ブランドではなく本質に価値基準を置く

15歳のときに
Facebook
ブーム到来

ミレニアル世代

（＝Y世代）

 1981年 ～ 1995年生まれの世代

 2020年時点での年齢：24歳 ～ 38歳

✓ 個人主義

✓ モノよりコト重視、経験が価値

✓ コミュニティに所属し仲間意識が高い

✓ ワークライフバランスを重視

✓ ブランド品よりユニークなもの

✓ コスパ重視

✓ 買い物はネットショップ

✓ 貯蓄意識が高い

15歳のときに
Windows95

登場

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代

1. 案件概要｜（1）環境認識
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◼ デジタルネイティブな思想・発想で、これからのお客さまニーズに寄り添う “全く新しい” これからの銀行のあるべき姿を探求。

ゼロベースで設計する「デジタルバンク」

1. 案件概要｜（2）課題解決への取組み

デジタルネイティブ世代
に受け入れられる銀行

徹底したフリクションレス

ハイパーパーソナライズ

成果主義／コミュニティ重視

認知

選択

利用

購入

評価

（共有）
期待 体験

デジタル時代の
お客さまニーズ

『面倒なこと』は
極力避ける

『みんなと同じ』
は嫌だ

コミュニティでの
『繋がり』が大事

ニーズ
ギャップ

これからの
銀行の

あるべき姿
を探求

金融機関の従来のアプローチこれからのお客さま＝デジタルネイティブ世代

従来の金融機関

結果として、
若年層の銀行に対する

期待は失われていく

『店舗/対面・紙事務』
がベースになった設計

商品は『画一的』

コミュニティという
『概念自体存在しない』

デジタルネイティブな思想・発想で
変化に柔軟に対応できる銀行

BaaS型の新しいバンキングシステム

アジャイル開発態勢

組織・ガバナンスのシンプル化
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市場破壊

市場創造

Digitization

今まで紙等で進めてきた業務をペーパーレス
化する等、アナログなものをデジタル情報とし
て扱えるようにすること

Digitalization

デジタイゼーションでデジタルに置き換えたデー
タを利活用することで、ビジネスや業務全体を
効率化すること

Digital Transformation

デジタイゼーション、デジタライゼーションを前
提として、既存事業ではなく、新規事業や事
業変革を考えていくこと

デジタイゼーション

デジタライゼーション

デジタルトランスフォーメーション3

2

1

既
存
事
業

新
規
事
業

事
業
変
革

既
存
ビ
ジ
ネ
ス

（
デ
ジ
タ
ル
）

既
存
ビ
ジ
ネ
ス

（
ア
ナ
ロ
グ
）

ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
刷
新

✓ 正解が分からない新しいビジ
ネスにチャレンジするため、まず
はやってみることを重視

✓ 既存リソースに手を加えるので
はなく、ゼロから『新しく・早く・
安く』 作る

銀行ビジネスモデル
“そのもの” を

ゼロベースで刷新

（＝みんなの銀行）

【デジタル化】

✓ 段階的な高度化を通じ、時
間をかけてやり切る

【先鋭化】

✓ デジタルで提供できない
価値を、少数精鋭の『人』ビジ
ネスとして追求

ビジネスモデルの
デジタル化

ビジネスモデルの
先鋭化

コアビジネスの
高度化

デジタルバンク
の新設

FFGにおけるDX実現に向けた2wayアプローチDXのステップ

◼ ふくおかフィナンシャルグループ（FFG）では、金融機関におけるDXの実現に向け、既存ビジネスの高度化と従来のビジネスモデルに捉われない
ゼロベースからの新たなビジネスの創造（デジタルバンクの新設）を並進する2wayアプローチ（両利きの経営）を実施。

◼ FFGの経営理念のもと、取り巻く経営環境のなかでいかに世の中の期待に応え成長していくか検討を重ね、意思決定していったことがポイント。

グループ全体で達成するDX実現に向けた2wayアプローチ

1. 案件概要｜（2）課題解決への取組み
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◼ デジタル時代における顧客（デジタルネイティブ世代）が抱える課題やニーズに対して、３つの観点からアプローチする新しい銀行＝デジタルバンク
としての「みんなの銀行」を設立。

みんなの銀行のサービスコンセプト

2. みんなの『いちばん』を
届ける

顧客理解に基づく

総合金融コンシェルジュ

ひとりひとりに最適な

金融サービスを提供

みんなの銀行

金融行動データ

非金融行動データ

BaaS事業

（Banking as a Service）

3. みんなの『暮らし』に
溶け込む

金融機能

暮らし

移動

ウェルネ
ス

メディア
通信

旅行

小売

1. みんなの『声』が
カタチになる

顧客行動変容に即した

『新しい』金融サービス

欲しい情報を
ぱっと見で

欲しい

毎回の割勘
どうにか

ならないの

UX・
デザインが
イケてない

みんなの銀行

1. 案件概要｜（2）課題解決への取組み
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◼ サービスコンセプトを実現すべく、システム開発会社のゼロバンク・デザインファクトリー（ZDF）と共に最新のテクノロジーを活用し、従来の銀行
システムでは実現できない軽量かつ柔軟な次世代のバンキングシステムを構築、運用。

1. 案件概要｜（2）課題解決への取組み

デジタルバンクのための次世代バンキングシステムの構築

×
次世代バンキングシステムの開発集団国内初のデジタルバンク

銀行
ライセンス

次世代
バンキング
システム

人材還流

Frontend

Backend

Arch

SRE

SYS

SOC

QA

サービス
デザインサービスデザイン

システムデザイン

銀行事務 コンタクトセンター

リスク管理

マーケティング

データ分析

監査

デザイン

経営企画・広報

ビジネスデザイン

デザインシンキング等の

手法を用いて

顧客起点を徹底した

サービスを企画する

システム開発

アジャイルな開発態勢で

機動的かつ継続的に

デジタルサービスを

量産する

データサイエンス

社内外のデータで

顧客を徹底的に理解し

真に最適なサービスを

導き出す



11

◼ 「みんなの銀行（ゼロバンク・デザインファクトリー含む）では「取り巻く事業環境」が既存の銀行とは大きく異なることから、そのMission・Vision
実現のために必要となる「人財」「組織（カルチャー含む）」についてもこれまでの銀行とは異なるものを目指して構築。

⇨ 人財・組織をマネジメントする仕組み（制度）についても、「あるべき姿」を基にゼロベースで構築を進めている

◼ また、みんなの銀行を構成する「ヒト」のうち、「システム開発に必要な人財」は特に重要な存在であり、「（エンジニアフレンドリーな）環境」や
「（活躍・成長を支える）仕組み・制度」を整えるとともに、「（エンジニアメンバーと連携した）採用」にも注力。

1. 案件概要｜（2）課題解決への取組み

みんなの銀行を構成するヒトと組織

組織

事業環境

人財

◼ 創業期であること、および競争環境等を鑑みると、事業規模・フェーズおよび
組織規模はともに相当なスピードで変化を続けていく見通し

◼ 機能別組織と組織横断型チームのハイブリッド組織を構築
（組織の変更も柔軟に対応）

◼ 「フラットでオープン」なベンチャーカルチャーのもとでチャレンジを奨励
（自由と責任の両立を重視）

◼ エンジニアやデザイナー、データサイエンティスト等、既存の銀行組織にはいない
多様なバックグランド・価値観を有する人財が集まり続ける

キャリア採用メンバーは、全体の6割超となっている。

みんなの銀行の状況
みんなの銀行・ZDFに所属している人財_2022.09

※所属グループ単位で集計（嘱託等も含む）

■ コーポレート 28% ■ マーケティング 6%

■ ビジネス 20% ■ デザイン 8%

■ データ 5% ■ システム 34%
n=189

xx Scrum預金ユニット

xx Scrum

xx Scrum

Unit
Leader

…

Design Marketing Business System Scrum

為替ユニット

●●ユニット

ハイブリット組織のイメージ（商品企画・開発運営）

現場のエンジニアメンバー
と密に連携した採用

システム開発に必要な人財確保に向けた取組み

エンジニアフレンドリーな環境づくり

コミュニケーション機会等の拡充

専門スキルを有した人財向けの人事制度策定・導入

スキルアップを支える制度導入

メンバー同士の勉強会

採用戦略
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◼ 顧客の利便性を向上させる新しい銀行サービスの在り方を実現すべく、従来銀行が提供してきたバンキング機能に加え、日常のお金のやり取りや
管理をスマホひとつで手軽にできる「デジタルウォレット」に一体化させた銀行サービスの提供を開始。

2. 取組み内容｜（1）社会的意義

顧客利便性の向上｜フリクションレスの実現

バンキングとウォレットが一体化した世界リアルなウォレット（お財布）を中心とした世界

スマホ決済
現在

請求

振込 引出 支払

請求

支払

支払

支払 ＝
＋

みんなの銀行

振込 支払

支払

支払

支払

バンキング機能を備えたデジタルウォレット

▲
銀行

▲
お金の道具

▲
収入元

▲
支払先

▲
お金の道具
（＝銀行）

▲
収入元

▲
支払先



14

2. 取組み内容｜（1）社会的意義

顧客利便性の向上｜みんなの銀行が個人向けに提供する主なサービス

「財布の拡張」により
お金のピンチから解放

簡単に、目的ごとに
「お金をわけて」楽しく貯蓄

「いつでも・どこでも」
自分らしくお金を使う

普段使いのお手軽簡単
「デジタル財布」

ことら

ことら

預
け
る
・
集
め
る

被振込 ATM ことら

Saving

BOX

Wallet

Cover

引
き
出
す
・
使
う

貯める

借りる

Debit ATM ことら

お金の状況を好きな
テーマで「直感的」に把握

Record

「パーソナル」なローンで
夢や目標を実現

Loan

みんなの銀行の
「世界観」を体験

目的に応じた貯蓄

必要なお金や余ったお金を

Boxに仕分けして管理

Walletの残高がない場合、
5万円まで貸越
（有料サービスのオプション）

お金の動きを振り返り

他行口座を連携させることで

アプリ一つで確認可能

バーチャルデビットカード
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◼ 申込みから契約まで、すべてアプリで完結するローンの提供を開始。

◼ 入力項目は最低限に抑え、借入・返済も指先ひとつでできるフリクションレスな設計と、ユーザー属性に連動した借入条件を提案するハイパー
パーソナライズな商品を実現。

2. 取組み内容｜（1）社会的意義

フリクションレスかつハイパーパーソナライズなサービスの提供

みんなの銀行Loanの特徴

これまで（一般的な金融機関） これから（みんなの銀行）

口座保有の場合は基本情報が

自動入力されており、年収情報のみ

入力情報

融資実行まで基本的にスマホ一つで対応し

すべてアプリ内で完結

申込導線

ユーザーの属性に連動した

0.1%刻みで設定

借入条件 ハイパーパーソナライズ

フリクションレス

フリクションレス

1 項目

130 パターン

借入申込するための

一般的な入力項目数

入力情報

電話連絡やローンカードの郵送があり、
基本的には

デジタル完結しない

申込導線

借入条件

商品（枠×金利）に連動
した顧客適用金利種類

約30 項目

約9 パターン
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2. 取組み内容｜（1）社会的意義

BaaS実現に向けたパートナー企業との協業

① 「パートナー支店」

モデル

API連携

② API

提供モデル

③ ホワイトレーベルアプリ

提供モデル

モデル

提携
イメージ

提供
機能

☑ みんなの銀行アプリの
機能高度化が進む
のに伴い、その果実
を随時共有できる
仕組み

☑ みんなの銀行のAPI開発と共に進化

☑ 2022年度中を目処に初期のサービス・機能群を
開発（残高照会、入出金明細照会、＋更新系）

☑ その後は、B2C事業における機能高度化及びパー
トナー企業のニーズを勘案しながら追加開発を行う

みんなの銀行
アプリ

パートナー企業
サービス

送客

セット利用による相乗効果

2021年9月
サービス開始

金融機能

金融機能を活用した価値共創

API

2022年10月～
順次

パートナー企業
サービス

or

ホワイトレーベル
アプリ

金融機能

API

開発
予定

新しい金融サービスの在り方 = BaaS

✓ みんなの『暮らし』と隣接する
様々な 消費・購買のついで
に、金融サービスが受けられる

✓ 金融は、顧客を中心とした
エコシステムの一つの機能とし
て、「金融＋非金融」が融合
された顧客体験を形成

顧客体験の向上 データ活用 新たな収益源

BaaSの活用メリット

『みんなの暮らしに溶け込む』 世界観



17

2. 取組み内容｜（1）社会的意義

みんなの銀行のユーザー属性

年代＆性別 エリア

世代

性別

■ 10代 （ 7％）

■ 20代 （37％）

■ 30代 （26％）

■ 40代 （16％）

■ 50代 （ 9％）

■ 60代～（ 4％）

■ 男性 （66％）

■ 女性 （32％）

デジタルネイティブ世代

1位 東京 （13％）

2位 大阪 （ 9％）

3位 神奈川（ 7％）

4位 福岡 （ 7％）

5位 愛知 （ 6％）

概ね人口動態と同様の比率で、利用ユーザーが偏在

首都圏：30%九州/沖縄：15%

7割

※2022年3月末時点

関西圏：18%

◼ 当初からの主要ターゲットとしていたデジタルネイティブ層がユーザーの大半を占める。

◼ 居住地域は全国に満遍なく分布しており、デジタルネイティブ世代が多い県・エリアの割合が高い。



18

◼ 「クラウド」「マイクロサービス」 「オープンAPI」 などデジタルネイティブな最新のテクノロジーを導入し、みんなの銀行が目指す新しいビジネスモデルの
実現を下支えする次世代バンキングシステムを構築。

2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの考え方

Cloud 
Spanner

BigQuery

Cloud SQL Cloud Dataflow

「クラウド」ネイティブ

デジタルネイティブなシステム 銀行として求められる要件

• 「マイクロサービス」ネイティブ

• 「オープンAPI」ネイティブ

• 「ビッグデータ」ネイティブ

• 「AI」ネイティブ

• 「BaaS型」ネイティブ
（Banking as a service）

✔ 安全、安心、確実な金融サービスの提供

✔ 24/365 稼働（ミッションクリティカル）

× チャレンジャーバンクの要件

✔ ビジネスモデル
• リーンスタートアップ *1（→スケール）
• エコシステム、オープンイノベーション

✔ サービス・オペレーション
• DevSecOps *2

（継続改善・共有思想）

✔ アプリケーション開発
• アジャイル開発（継続的デリバリー）

• 変化に柔軟かつ迅速な対応
を可能とするアーキテクチャ

• 高い性能 / 可用性を確保で

きるクラウド基盤

次世代型フルクラウド マイクロサービスベースの銀行基幹系システム

（*1）最低限の製品・サービス・機能を持った試作品（MVP：Minimum Viable Product）を短期間でつくり、顧客の反応を的確に取得して、顧客がより満足できる製品・サービスを開発していくマネジメント手法

（*2）開発（Development）・セキュリティ（Security）・運用（Operations）が密に連携することで、開発に要する期間を短縮し、リリース頻度を高める開発スタイル

Kubernetes
Engine

（*3）Japan Financial Innovation Award の略 金融分野における情報通信技術を活用した先進的な取組みを促進し、企業グループや業種の垣根を超えたオープンイノベーションの更なる拡大を目指した金融イノベーションの表彰制度
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◼ ゼロバンク・デザインファクトリーの次世代バンキングシステムの保有機能にみんなの銀行の銀行免許（＋アセット）を組み合わせることで様々な
形態でのBaaSに対応する。

次世代バンキングシステム～勘定系コアシステムのイメージ

Front-End
Channel

Service/
Product

System
（Zerobank

Core Solution）

外部
ネットワーク

外部
システム

業務・運用

Data・Engine

Financial Core

API

普通預金

信用スコアリング マーケティング

・・・

・・・

モバイルアプリ

口座開設API

振込API

入出金API

・・・

貯蓄預金
目的預金API

都度振替API

自動振替API

・・・

決済
申込/解約API

情報取得/更新API

プロビジョニングAPI

・・・

ローン
借入申込API

返済API

・・・

普通預金

貯蓄預金

内国為替

デビット決済

当座貸越

消費性ローン

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・
統合顧客管理 債権管理要求払預金

・・・

外部サービス

・・・

セキュリティ 認証

基幹系コアを含む
金融システムと

『みんなの銀行』の
金融サービス
を駆使し、

様々な形態での
BaaSに対応

次
世
代

バ
ン
キ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

銀
行
免
許

銀
行
ア
セ
ッ
ト

業
務
・
運
用

2. 取組み内容｜（2）先進性

・・・・・・・・・・・・・・・
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◼ Google Cloud のサービスは技術の進歩を追随するため、勘定系パッケージを使用せずにゼロからフルスクラッチで開発。

◼ ドメイン駆動設計（DDD）*で設計し、その中は複数のマイクロサービス（MS）で構成され、すべてのアプリケーションはコンテナベース。

次世代バンキングシステム～ Google Cloud を活用した勘定系コアシステム

（*）ソフトウェアを適用する対象の業務領域（ドメイン）にフォーカスし、ドメインにおける業務データを使ったロジックを体系的に整理したモデルを構築し、ソフトウェアに落とし込んでいく設計手法

Asia/Tokyo/Osaka Tokyo Osaka

Push 
Notifications

FCM

Mobile
Logging

Firebase 
Analytics

Crash 
Report

Firebase 
Crashlytics

GIP

Tokyo/
HongKong

External SaaS 
( Security )

Security 
function

Security  
function

Cloud

IAM

DWH

BigQuery

For Service

Cloud SQLFor Event

Cloud Storage

Cloud Load

Balancing

Cloud

CDN

Cloud

DNS

Cloud 

Armor

For Service

Cloud Storage

For Backup

Cloud Storage

For Archive

Cloud Storage

Apigee API 

Platform

GKE Master

Kubernetes Engine

GKE Cluster

Kubernetes Engine

GKE Cluster

Kubernetes Engine

Domain

Event
Hub

for Event

Dataflow

Domain

Event
Hub

For Service

Cloud SQL

Cloud 
Machine
Learning

GKE Master

Kubernetes Engine

For Service

Cloud Spanner

MonitoringLogging Firestore

Mobile Config

Realtime
Database

for Event

Dataflow

2. 取組み内容｜（2）先進性

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Domain

Service Mesh Service Mesh

WAN

on-premises Data Center  EAST

on-premises Data Center  WEST

External PaaS
/IaaS(VDI/AD)

External SaaS 
(AML)

External PaaS
(Phone Call / SMS)

External SaaS ( CRM )

External SaaS ( Security )

External SaaS ( Monitoring )

External SaaS ( Accounting )

External SaaS ( Video Call)

External SaaS ( Mail )
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既存銀行の勘定系システムと次世代バンキングシステムの比較（イメージ）

既存銀行の勘定系システム（イメージ） デジタルネイティブバンクの勘定系システム

パブリッククラウド基盤
パブリッククラウド基盤

パブリッククラウド基盤（Google Cloud）

勘定系システム

顧客サービス 共通サービス

顧客向けフロント 行内向けフロント

金融サービスコア

顧客管理

コミュニティ管理

オファリング管理

金利管理

手数料管理

ロイヤリティ管理

要求払預金 定期
預金

ローン ・・・

口座開設/参照

入出金

データプラットフォーム
目的別DB DWHデータレイク

種類が多く、複雑。不要／過剰な機能あり 最小限でシンプル

コア機能と顧客管理機能等が密結合

店番、口座中心のデータモデル

マイクロサービスアーキテクチャでそれぞれのサービスが疎結合

顧客中心のデータモデル

オンプレミス・メインフレーム

負荷状況に応じてサーバーの増強が必要

災対環境へのバックアップ要

パブリッククラウド

負荷状況に応じた自動スケールアウト

災対環境不要（※一部例外あり）

アプリ機能

アーキテクチャ

インフラ

営業店
端末

ダイレクト

MCIF
マーケ
ティング

普通預金 ローン

収益管理

ATM ・・・

CIF

集記

為替定期預金

別段預金

・・・・・・ ・・・

口振

ワークフロー

計表

・・・

現物管理

日計
災対

・・・
メイン
フレーム

メイン
フレーム

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

巨大かつ複雑なシステムにより、追加開発、障害時対応が煩雑
高価格のメインフレームが必要

シンプルかつ柔軟性の高いアーキテクチャ、パブリッククラウドの利用により、
低コストで高性能なシステムを実現

2. 取組み内容｜（2）先進性
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次世代バンキングシステムの６つの特徴

全てをクラウドに

可用性・耐障害性・
ホワイトレーベル展開等の柔軟性を

究極のスケールフリーで

マイクロサービス ＆
APIアーキテクチャ

複雑化回避による
開発／改善速度の向上

顧客データが中心の
サービス・エコシステム

全てのデータを基幹系に連携し
“顧客”のモーメントを捉えて

パーソナライズ

自動化前提のプロセス

従来の紙ベース事務に捕らわれない
ゼロベースで見直した

システム/行員オペレーション

オートメーション銀行

システム運用を
可能な限り自動化へ

アーキテクチャに
組み込まれたセキュリティ

セキュリティを担保した
パブリッククラウドにおける新しい形

2. 取組み内容｜（2）先進性

① ➁ ③

④ ⑤ ⑥
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◼ 可用性・耐障害性・柔軟性を究極のスケールフリーで実現。

2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴①： 全てをクラウドに

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

API

顧客
サービス

顧客データ

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

顧客
サービス

* Disaster Recovery

✔ クラウド上で必要な機能をオートスケールし、
突然の負荷集中や障害に備えることで、システ
ム費・運用費の複製コストも最小限

✔ ワンタッチかつ、セキュア・セーフティに基幹系の
新バージョンを稼働させることができる
DevSecOpsの仕組みにより、
サービスを稼働させたままアプリケーションをリ
リースしたり、障害時に自己修復が可能

✔ クラウドのメリットを活かし、テスト環境も必要
な機能・面だけ自在に構築・削除

✔ 銀行システムに必要なDR*(災害対策環境)
も通常時から本番利用可能



24

2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴①： クラウド活用の利点

※クラウドネイティブの利点イメージ

サーバ費用
（投資＋経費）

5年後 10年後

処理量

処理能力

オンプレミスの場合

サーバ費用
（投資＋経費）

5年後 10年後

処理量

処理能力

クラウドの場合

70％ - 80%
70％ - 80%

サーバ保守期限切れに伴う大規模更改

処理が捌けずエラー

処理量に応じて自動拡張

クラウドの利用拡大に伴って
利用料が引き下がる

サーバ保守期限切れの
サーバ更改がない

➡攻めの投資
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◼ ビジネスに変化とつながりをもたらすマイクロサービス＆APIアーキテクチャを採用。

API

業務C
サービス

Cデータ

API

商品B
サービス

Bデータ

API

商品A
サービス

Aデータ

API

顧客
サービス

顧客データ

さまざまなチャネルからAPI利用

顧客参照 顧客参照 顧客参照

✔ 全てをマイクロサービスで構築し
様々な業界の基幹ビジネスロジックを
他と疎結合な形で構築可能

✔ 顧客情報のマイクロサービスと、
ビジネスロジックのマイクロサービスを
分割（顧客中心アーキテクチャ）

✔ 全てのサービスをAPIで提供
(内部API, 外部API)

2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴➁：マイクロサービス＆APIアーキテクチャ
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2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴③：顧客データが中心のサービス・エコシステム

API

業務C
サービス

Cデータ

API

商品B
サービス

Bデータ

API

商品A
サービス

Aデータ

API

顧客
サービス

顧客データ
顧客参照 顧客参照 顧客参照

ニアリアル・メッセージキューイング

全顧客行動
データ DWH

モーメント分析
＆マーケティング

顧客行動

分析・提案

ハイパー
パーソナライズド

✔ モバイルの位置情報・操作情報ログから、
基幹系トランザクションの変化まで
全ての 『データ』 をニア・リアルタイムで
DWHに連携

✔ モーメント分析からハイパーパーソナライ
ズを実現可能にする仕組みをベース実装

◼ 全ての顧客データをリアルタイム分析し即時アクションを実現するハイパーパーソナライズで、これまでの銀行基幹系ではできなかった顧客中心の
サービス・エコシステム構築を実現。

外部データ
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2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴④：アーキテクチャに組み込まれたセキュリティ

各種セキュリティ対策

CSPM*1 クラウドの設定ミスを監視

CWPP*2 コンテナ間の通信を制御

なりすまし・盗聴防止 銀行としての本人識別認証

FAPI 1.0 Advanced 高度な Open API セキュリティ ※BaaS基盤

DDoS/WAF/
BOT対策/改ざん検知 対顧サービス防御

： ：

✔ クラウドの設定ミスによるセキュリティ
懸念対策

✔ コンテナベースアーキテクチャの
セキュリティ

✔ 多要素認証

✔ 世界レベル基準FAPI認証を取得済

✔ これらに縛るものではなく、各社の
セキュリティに置き換えも可能

*1 Cloud Security Posture Management：IaaS、PaaSの設定ミス防止を提供するソリューション

*2 Cloud Workload Protection Platform：クラウドワークロード（仮想マシン、コンテナ等）を中心とした監視と保護のソリューション

◼ セキュリティを担保したパブリッククラウドにおける新しい形。
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2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴⑤：オートメーション銀行

自動システム運用

ログの集積 あらゆるクラウドのログを1か所のSaaSで監視

自動判別 アラートの種類に応じてエスカレーションルートの自動判別

自動架電 対応が必要なアラートには自動架電

： ：

✔ マニュアルオペレーションの削減による
運用負荷低減

✔ 無人化／自動化によるオペミスリスク／
セキュリティリスクの低減

✔ 常時監視人員の廃止に伴う運用コスト
削減

◼ システム運用を可能な限り自動化へ。
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◼ 従来の紙ベース事務に捕らわれないゼロベースで見直したシステム/行員オペレーション。

2. 取組み内容｜（2）先進性

次世代バンキングシステムの６つの特徴⑥：自動化前提のプロセス

自動化を前提としたプロセス

✔ 業務プロセスそのものをゼロベースで
設計しているため、紙の発行などを含め
た無駄をすべて排除

✔ アプリ完結を念頭に置いた設計思想

✔ 行員オペレーションが必要な場合は、
業務負荷を極力低減

デビットカード

ローン

申込から発行まで即時・アプリ完結

申込から借入・返済までアプリ完結

審査業務をシンプルに

申込
即時
発行

即時
利用

申込
一次
審査

最終
審査

借入
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2. 取組み内容｜（2）先進性

システム開発における主な考慮点

クラウド

マイクロサービス

アジャイル開発

設計

❐ クラウド基盤上に勘定系システムを作る上では、クラウド内のネットワーク瞬断に対応したリトライ処理を考慮する必要がある

⇨ アプリケーション各所でのリトライ処理の実装等

❐ 互いに疎なマイクロサービスが複数横断するような処理には、内部APIに冪等性が保証されなければならない

⇨ 冪等性の実装と、開発ガイドラインや設計チェックリストへの観点記載等

❐ アジャイル開発を構成する複数のスクラム（数人のエンジニア・デザイナー・ビジネスアナリスト・業務ロールの横断チーム）が
歩調を合わせて機能開発を行わなければならない

⇨ 各スクラムがそれぞれに優先度を検討して開発（開業前は1つの機能を同時並行で開発するよう調整）

❐ 改善開発することを前提とした機能の絞り込み（要件の削減）を十分議論しなければならない（MVP開発）

⇨ 業務要件定義をスクラム横断の場でも共有し、MVP要件になっているか確認

特徴 考慮点

◼みんなの銀行は、お客さまの声をスピーディに形にし、そのプロダクトを改善し続けるサイクルを早く回すことを競争力としており、基盤はクラウド化する
ことで高速化、アプリケーションはスクラッチでマイクロサービス化された勘定系システムを構築し、複数のプロダクトに分割されたスクラムが並行して
アジャイル開発が行えるようにプロセス設計・システム設計を実施。

◼先進的なアーキテクチャ・開発手法を取入れて勘定系システムを構築する際に留意すべき考慮点は下表のとおり。
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C o n t e n t s

1. 案件概要

2. 取組み内容

3. 今後の取組み

資 料 構 成
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◼ 金融サービス・機能を非金融事業者にAPIを通じて提供することで、顧客が暮らし・消費行動のなかで金融サービスを受けられるようになるとともに、
様々なデータを利活用することで、新しい価値を提供。

◼ 加えて、新たなシステムやソリューション機能そのものを事業者（金融機関等を含む）に提供することで、業界全体の生産性向上やデジタライゼーション
の進展を後押し。

3. 今後の取組み

Banking as a Service（BaaS）の本格展開

FinTech等とのサービス・機能連携

自行顧客 B2B2C

パートナー企業

非金融サービス

パートナー
顧客 外部企業

金融機能

金融サービス
金融システム

（ソリューション）

事業
ドメイン

サービス
提供
モデル

BaaS事業

B2B2X
事業

バンキングシステム
提供事業

B2C
事業

1

2 3

みんなの銀行（デジタルバンク）

金融機能 情報バンク機能
預金・貸付 為替・決済 資産運用 ID連携 認証 信用スコア

総合金融コンシェルジュ

顧客理解

次世代バンキング
システム

SaaS型
システム提供

API

事業概要

B2C
事業

B2B2X
事業

バンキング
システム

提供事業

1

2

3

• 次世代バンキングシステムを活用して、全国の
デジタルネイティブ世代（個人）をターゲットに、
スマホを通じた金融サービスを提供

• みんなの銀行の金融機能・サービスを、APIを
介してパートナー企業（法人）
に提供
（金融×非金融の新たな価値共創）

• システム開発/運用業務の内製化を進め、
システム・機能そのものを外部事業者に提供
（販売）

API API API APIAPI

B2C事業で金融サービスを磨きながら、外部事業者に開放していく
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◼ 顧客ニーズの変化に伴い、一部の金融サービスでは既に”金融機関”が提供することに意味がなくなりつつある状況に。

◼ オープンバンキングで先行する欧米諸国では “Banking as a service（BaaS）” が新しい潮流として拡大。

3. 今後の取組み

Banking as a Service（BaaS）の新潮流

– みんなの『暮らし』と隣接する様々な消費・購買のついでに、金融サービス（手続き）が受
けられる

– 金融は、顧客を中心としたエコシステムの一つの機能として、「金融＋非金融」が融合され
た顧客体験を形成

顧客
ニーズ

法改正

異業種
参入

【 「革新的な顧客体験」 を求める顧客 】

– 「コモディティ化した金融サービス」から
「ハイパーパーソナライズされたサービス」への欲求

【 オープンAPIによる非金融事業者との連携 】

【 ディスラプターによる金融の水平分業化 】

– 価値の単位は「金融機関」から「金融機能」へ

– 『 BANKING IS NECESSARY.
BANKs are not. 』 by BILL GATES

残高照会

振込/振替

・
・
・

非金融
事業者

API

API

金融
機関

金融サービスの変化の潮流 これからの金融サービスの在り方 ＝ BaaS
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3. 今後の取組み

Banking as a Service（BaaS）が実現する世界のイメージ

●●Pay

口座開
設

提携ロー
ン

アプリ（小売業）

２

１

３

※現在開発中のサービスが含まれており、実現可能性を保証するものではありません

A2A決済の仕組みとトレンド

A2A（Account to Account）決済とは

銀行口座直接引落し型の決済サービス。従来と比べて関与者が少ない仕組みで運営されるた
め、低コスト（＝安価な手数料体系）を実現。

オープンAPIの広がり等を背景に、欧米の金融先進国では普及が急拡大している、決済領域で
の新たなトレンド。

従
来
の
仕
組
み

Ａ
２
Ａ
決
済

顧客 銀行 加盟店

顧客 決済事業者 銀行 加盟店①
支払
依頼

③
請求

④
支払

②
事前支払

②
支払

①
支払
依頼

提供サービスのイメージ（小売業の場合）

口座
開設

提携
ローン

口座開設を誘導し、
自社アプリとのセット
利用を推進

開設後は預金残高/取引
明細の表示等も可能

消費性ローンの提供で
購買行動をサポート

データの蓄積が進めば
事前与信の提供も検討

決済機能を埋め込んだ
口座直結のシンプルな
新決済サービス

Coverの併用で
最大5万円のあと払い
（汎用性の高いBNPL）

A2A
決済

Cover

Wallet

Loan

●●
Pay

２

１

３

関与者が少ない

低コストを実現

オープンAPIの広がり

システム接続が可能に

削減コストの還元

「三方良し」モデル
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◼ 世界トップレベルのセキュリティ企画「FAPI」に準拠したAPI連携システムの開発を発表。本年9月にはBaaSプラットフォームを通じて、参照系API
を外部提供開始。更には2022年度内に更新系APIの提供も開始する。

3. 今後の取組み

みんなの銀行におけるBaaS事業の本格展開に向けたシステム開発のスケジュール感

インターネット用GW

APIゲートウェイ

B2C（みんなの銀行アプリ）

B2C用セキュリティ

B2B2X（提携パートナー）

B2C認証

Core Front

B2C向けのフロント機能群

API群（B2C用）

Financial Core

勘定系システム API群（勘定系）

2022年
9月

2022年
11月

2022

年度内

① API連携システムの開発

– 「金融」と「非金融」がシームレスに結び付いた新たな価値
共創を目指すためのBaaSプラットフォームを開発

– 国内の銀行として初めて、世界トップレベルのセキュリティ
規格 『FAPI』 に準拠

③ 更新系APIの外部提供

– A2A決済サービス等を実現する更新系APIを開発中

– 年度内に外部パートナー企業への提供を開始する見
込み。

② 参照系APIの外部提供

– 参照系APIの外部提供を開始。家計簿アプリ等でみんな
の銀行の取引情報が確認可能に

– 残高照会 / 入出金明細照会の2種類のAPIを提供

今後のスケジュール（予定）BaaS事業におけるシステム開発のスコープ

BaaS用セキュリティ基盤

API認証・認可

BaaS API

BaaS向けのフロント機能群

API群（BaaS用）
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◼ 国内銀行で初めて、世界トップレベルのセキュリティ規格 『FAPI』 に準拠したAPI連携システムを開発。

3. 今後の取組み

国内銀行初、『FAPI』 に準拠したBaaSプラットフォーム（2022.9.29）

FAPI（Financial grade API）とは

金融データをサードパーティがセキュアに使用するために、既
存の二要素認証（OAuth2.0）に加え、セキュリティを強
化するためのAPIの仕組み。

全国銀行協会が事務局を務める「オープンAPIのあり方に
関する検討会」にて、OAuth2.0に加え、FAPIへの準拠が
望ましいという報告書が出ている。

多くの金融機関等が採用している一般的なOAuth2.0の
仕様と比べて以下のリスクを大きく軽減することができる。

• 認可リクエスト / レスポンスの送信者詐称・改ざん防止

• 外部事業者のなりすまし防止

• アクセストークンの漏洩・盗用防止

• PKCE（*）による認可コードの横取り防止

* PKCE： 認可コード横取り攻撃への対策としてRFCで規定された
推奨仕様

FAPIの概要
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BaaS事業（B2B2X）

◼ みんなの銀行を支える次世代バンキングシステムを開発したゼロバンク・デザインファクトリーでは、金融システムそのものを外部事業に提供する。

◼ BaaS事業（B2B2X）では、BaaS基盤を通じてAPIを解放することで外部事業者に金融機能を提供するが、バンキングシステム提供事業で
は、勘定系コアを含めたシステムそのものが対象であり、新たにデジタルバンクを設立する事業者に提供する。

3. 今後の取組み

ゼロバンク・デザインファクトリーが開発した次世代バンキングシステムの提供

B2C事業で高度化した金融機能をAPIを介して
外部事業者に提供。

金融サービスをみんなの暮らしに溶け込ませ、
パートナー企業の金融サービスを黒子として支える。

BaaS事業（バンキングシステム提供）

B2C事業及び、B2B2X事業で高度化した金融システムそのものを
外部事業に提供。

世界中で勃興するデジタルバンク、チャレンジャーバンクを設立する事業者
に対してシステムを提供し、技術革新による金融サービスの発展を支える。

バンキングシステム提供事業のシステム提供範囲
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みんなに価値ある『つながり』を。

これまでにない新しい銀行のカタチを目指して
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